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は
じ
め
に

　

在
日
朝
鮮
人
と
被
差
別
部
落
民
は
そ
れ
ぞ
れ
歴
史
的
背
景
を
異

に
し
、権
利
そ
の
他
の
法
的
諸
関
係
に
も
違
い
が
あ
る
。し
か
し
、

差
別
の
対
象
と
な
り
下
層
社
会
で
の
生
活
を
強
い
ら
れ
て
き
た
点

で
は
共
通
性
が
存
在
す
る
。
ま
た
、
朝
鮮
人
が
被
差
別
部
落
に
居

住
し
た
り
、
被
差
別
部
落
民
が
多
く
い
る
職
場
に
就
労
し
た
り
す

る
ケ
ー
ス
は
少
な
く
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
被
差
別
部
落
民
と
在

日
朝
鮮
人
の
相
互
認
識
や
社
会
運
動
等
に
お
け
る
関
係
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
歴
史
研
究
に
お
い
て
も
当
然
、
課

題
と
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
論
じ
た
著
書
と
し
て
は
金
静
美
『
水
平
運

動
史
研
究―

民
族
差
別
批
判
』（
現
代
企
画
室
、
一
九
九
四
年
）
が

あ
る
。
同
書
は
、
部
落
解
放
運
動
の
担
い
手
の
朝
鮮
人
差
別
・
民

族
解
放
闘
争
に
対
す
る
認
識
の
不
足
を
指
摘
し
た
重
要
な
意
義
を

　

一
九
二
〇
〜
三
〇
年
代
、
東
京
在
住
朝
鮮
人
と
部
落
民
と
は
居
住
や
労
働
の
場
に
お
い
て
し
ば
し
ば
身
近
な
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
社
会
運
動
の
場
で

両
者
が
接
点
を
持
つ
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
連
帯
は
限
定
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
た
。
特
に
部
落
民
の
間
で
は
、
民
族
解
放
闘
争
に
対
す
る
理
解
は
乏
し
く
、
朝

鮮
人
を
支
援
し
た
事
例
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
日
本
帝
国
の
秩
序
に
お
け
る
排
除
と
包
摂
の
度
合
い
の
違
い
（
部
落
民
に
お
い
て
は
排
除
の
圧
力
は
相
対
的

に
は
弱
く
、
朝
鮮
人
に
対
し
て
は
強
い
）
に
起
因
し
て
お
り
、
東
京
の
場
合
、
帝
国
の
政
治
的
中
心
地
で
あ
る
こ
と
が
そ
の
要
因
の
影
響
を
強
め
て
い
た
。

要　
　

約

特
集

帝
都
東
京
の
在
日
朝
鮮
人
と
被
差
別
部
落
民

外
村　
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持
つ
。
た
だ
し
、
そ
の
分
析
の
対
象
は
主
と
し
て
水
平
社
等
の
組

織
方
針
や
指
導
者
の
言
説
な
ど
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
朝
鮮
人
側
が

ど
の
よ
う
に
部
落
民
と
関
わ
り
を
持
と
う
と
し
た
の
か
（
あ
る
い

は
し
な
か
っ
た
の
か
）
は
あ
ま
り
扱
わ
れ
て
お
ら
ず
、
地
域
や
職

場
で
の
朝
鮮
人
と
部
落
民
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
十
分
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
個
別
の
地
域
や
職
場
レ
ベ

ル
に
即
し
た
朝
鮮
人
と
部
落
民
の
関
係
の
分
析
と
し
て
は
、
若
干

の
論
文
が
あ
る
が

Б

、
主
に
大
阪
や
京
都
、
兵
庫
の
被
差
別
部
落
や

そ
こ
で
活
動
し
た
人
物
に
つ
い
て
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
朝

鮮
人
と
部
落
民
と
の
関
係
の
歴
史
的
研
究
の
蓄
積
は
不
十
分
で
あ

り
、
地
域
や
職
場
に
着
目
し
、
個
別
的
な
事
例
を
集
め
て
検
討
す

る
作
業
が
必
要
な
段
階
に
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
研
究
状
況
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
で
は
一
九
二
〇

〜
三
〇
年
代
の
東
京
に
お
け
る
朝
鮮
人
と
部
落
民
と
の
関
係
に
つ

い
て
考
察
し
て
い
く
。
そ

の
際
、
こ
れ
ま
で
十
分
に

は
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
東
京
に
お
け
る
在

日
朝
鮮
人
の
居
住
や
生
活

の
歴
史
に
つ
い
て
最
初
に

述
べ
る
。
そ
の
う
え
で
部

落
民
と
朝
鮮
人
と
の
関
係

を
主
と
し
て
社
会
運
動
の
領
域
で
分
析
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

一　

職
場
・
地
域
に
お
け
る
朝
鮮
人
と 

部
落
民
の
接
点

　

戦
前
に
お
け
る
東
京
府
在
住
朝
鮮
人
人
口
の
推
移
は
表
１
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
見
る
よ
う
に
東
京
府
の
朝
鮮
人
人
口

は
ほ
ぼ
一
貫
し
て
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
規
模
は
、
一
九
三
五
年

時
点
で
五
万
人
台
を
超
え
、
一
九
四
〇
年
代
前
半
に
は
一
〇
万
人

程
度
、
全
人
口
に
占
め
る
朝
鮮
人
人
口
の
比
率
も
、
一
九
三
五
年

で
〇
・
九
一
％
、
一
九
四
〇
年
に
は
一
・
一
九
％
と
一
％
前
後
の

水
準
と
な
っ
て
い
た
。
同
じ
時
期
、
五
〜
六
％
と
な
っ
て
い
た
大

阪
府
の
朝
鮮
人
人
口
比
率
と
比
べ
る
と
か
な
り
低
い
水
準
で
は
あ

る
が
、
東
京
に
お
い
て
も
朝
鮮
人
は
、
一
つ
の
社
会
集
団
を
形
成

表１　東京府在住朝鮮人
　　　人口の推移

（単位：人）
1910年 348

1915年 542

1920年 548

1921年 2,405
1922年 4,631
1923年 3,347
1924年 8,385
1925年 10,818
1926年 11,979
1927年 16,083
1928年 28,320
1929年 31,153
1930年 33,742
1931年 31,002
1932年 36,175
1933年 39,314
1934年 44,405
1935年 53,556
1936年 54,776
1937年 59,512
1938年 64,321
1939年 74,162
1940年 87,497
1941年 104,156
1942年 122,135
1943年 123,126
1944年 97,632
1945年 101,236

典 拠：田村紀之「内務省警保
局調査による朝鮮人人口」
『経済と経済学』1981年２
月。
註 ：1945年は８月15日時点の
推計値、その他は12月末時
点で一部推計値を含む。
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し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

東
京
在
住
の
朝
鮮
人
は
、
ほ
か
の
地
域
と
異
な
り
、
学
生
や
ホ

ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
、
専
門
的
知
識
を
活
用
す
る
職
業
の
従
事
者
も
存

在
し
た
こ
と
が
特
徴
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
や
は
り
下
層
民

衆
が
そ
の
多
く
を
占
め
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
一
九
三

五
年
時
点
で
の
東
京
在
住
朝
鮮
人
の
職
業
別
人
口
は
、
表
２
の
よ

う
に
な
っ
て
い
た
。
こ
こ
に
見
る
よ
う
に
有
業
者
の
大
半
は
労
働

者
で
あ
っ
た
。
そ
の
な
か
で
も
、
産
業
別
に
は
土
木
建
築
業
が
も

っ
と
も
多
く
全
有
業
者
の
三
分
の
一
強
を
占
め
て
い
る
。し
か
し
、

工
場
労
働
者
も
少
な
く
な
い
こ
と
、
ま
た
労
働
者
以
外
で
は
商
業

が
無
視
で
き
な
い
比
率
を
占
め
て
い
た
こ
と
も
確
認
で
き
る
。

　

こ
の
う
ち
、
商
業
に
分
類
さ
れ
て
い
る
者
の
多
く
は
、
一
般
的

な
物
品
販
売
で
は
な
く
、
屑
買
い
と
呼
ば
れ
た
廃
品
回
収
業
等
に

従
事
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
原
表
の
小
分
類
で
「
其
他

雑
業
」
に
な
っ
て
い
る
者
が
三
一
八
八
人
と
圧
倒
的
で
、
こ
の
小

分
類
の
名
称
が
一
九
三
七
年
か
ら
は
「
屑
買
い
其
他
雑
業
」
に
変

更
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
測
で
き
る
。

　

工
業
に
つ
い
て
は
、
原
表
か
ら
は
製
品
が
何
で
あ
る
か
と
い
っ

た
レ
ベ
ル
の
細
か
な
職
種
を
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か

し
、
東
京
府
が
行
っ
た
在
日
朝
鮮
人
に
つ
い
て
の
社
会
調
査（『
在

京
朝
鮮
人
の
現
状
』
一
九
二
九
年
、
お
よ
び
一
九
三
六
年
。
調
査
年
次

は
そ
れ
ぞ
れ
一
九
二
八
年
と
、
一
九
三
四
〜
三
五
年
）
か
ら
、
皮
革

産
業
に
従
事
し
て
い
た
朝
鮮
人
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
一
九
二
九
年
の
報
告
中
に
は
、
東
京
在
住
朝
鮮
人
一
万
八
二

二
四
人
中
「
皮
革
骨
角
羽
毛
器
製
造
職
工
」
が
四
五
人
い
た
こ
と

表２　東京府在住朝鮮人の職業別人口とその構成比 （単位：人）
実数 全人口中の構成比 有業者中の構成比

「有識的職業」 377 0.70% 1.47%
商業 4,072 7.60% 15.88%
農業 18 0.03% 0.07%
漁業 77 0.14% 0.30%

労　
　

働　
　

者

鉱業 0 0.00% 0.00%
繊維工業 878 1.64% 3.42%
金属機械工業 1,440 2.69% 5.62%
化学工業 2,253 4.21% 8.79%
電気工業 241 0.45% 0.94%
出版工業 267 0.50% 1.04%
食品製造 252 0.47% 0.98%
土木建築 8,946 16.70% 34.88%
通信交通運輸 1,780 3.32% 6.94%
仲仕業 241 0.45% 0.94%
一般使用人 1,574 2.94% 6.14%
その他 2,283 4.26% 8.90%
小計 20,155 37.63% 78.59%

接客業 251 0.47% 0.98%
その他有業者 695 1.30% 2.71%
学生生徒 4,646 8.68% ─
小学児童 3,420 6.39% ─
在監者 324 0.60% ─
無職（世帯主） 991 1.85% 3.86%
無職（世帯従属者） 18,530 34.60% ─
総計 53,556 100.00% 100.00％
典拠：内務省警保局『昭和十年中ニ於ケル社会運動ノ状況』1937年。
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が
記
さ
れ
て
お
り
、
一
九
三
六
年
の
報
告
で
は
調
査
対
象
人
員
三

六
九
九
人
中
に
皮
革
工
業
就
業
者
が
二
一
人
い
た
こ
と
が
記
述
さ

れ
て
い
る
。
な
お
、
戦
前
に
お
け
る
荒
川
区
三
河
島
周
辺
の
皮
革

工
場
へ
の
朝
鮮
人
の
就
労
に
つ
い
て
は
、
日
本
人
住
民
の
証
言
も

あ
る

В

。

　

次
に
朝
鮮
人
の
居
住
地
域
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。
こ
れ
に
関

す
る
史
料
と
し
て
は
、
東
京
府
の
統
計
で
区
レ
ベ
ル
、
一
九
三
五

年
の
国
勢
調
査
時
の
東
京
市
に
よ
る
附
帯
調
査
か
ら
町
丁
レ
ベ
ル

の
朝
鮮
人
人
口
の
統
計
が
把
握

で
き
る
ほ
か
、
行
政
当
局
が
把

握
し
た
一
九
三
四
年
時
点
の
「
朝

鮮
人
密
住
地
域
」（
東
京
府
調
査
）

と
一
九
三
九
年
時
点
の
「
半
島

出
身
労
働
者
集
団
地
区
」（
東
京

市
調
査
）
の
史
料
が
あ
る

Г

。

　

ま
ず
、
大
づ
か
み
に
人
口
分

布
を
見
る
と
、
多
摩
よ
り
は
現

在
の
二
三
区
の
領
域
に
朝
鮮
人

が
多
く
、
そ
の
な
か
で
も
工
業

地
帯
に
人
口
が
多
い
傾
向
が
確

認
で
き
る
。
一
九
三
五
年
の
国

勢
調
査
を
も
と
に
東
京
市
各
区

別
の
人
口
お
よ
び
人
口
全
体
に
占
め
る
朝
鮮
人
比
率
を
示
す
と
表

３
の
よ
う
に
な
る
。
表
に
見
る
よ
う
に
、
朝
鮮
人
人
口
の
絶
対
数

が
多
い
の
は
、
深
川
区
、
本ほ
ん
じ
ょ所

区
、
荒
川
区
、
城
東
区
、
豊と

島し
ま

区
、

向む
こ
う

島じ
ま

区
、
品
川
区
、
芝
区
な
ど
、
朝
鮮
人
人
口
比
率
が
高
い
の

は
深
川
区
、
城
東
区
、
向
島
区
、
本
所
区
、
荒
川
区
、
品
川
区
な

ど
で
あ
る
。

　

よ
り
小
さ
い
領
域
で
の
朝
鮮
人
の
集
中
し
た
空
間
も
主
に
こ
れ

ら
の
区
の
な
か
に
存
在
し
て
い
た
。
そ
れ
ら
は
、
も
と
も
と
低
所

表３　東京市各区の朝鮮人人口および人口比率
（単位：人）

A=朝鮮人人口 B=総人口 A／ B
麹町区 265 56,108 0.47%
神田区 830 136,906 0.61%
日本橋区 199 113,871 0.17%
京橋区 807 146,946 0.55%
芝区 2,060 190,294 1.08%
麻布区 456 85,772 0.53%
赤坂区 59 54,732 0.11%
四谷区 265 76,304 0.35%
牛込区 741 124,199 0.60%
小石川区 1,012 146,957 0.69%
本郷区 1,179 141,215 0.83%
下谷区 670 190,520 0.35%
浅草区 817 273,689 0.30%
本所区 4,039 278,193 1.45%
深川区 5,067 214,170 2.37%
品川区 2,352 204,162 1.15%
目黒区 1,608 151,609 1.06%
荏原区 1,727 161,863 1.07%
大森区 1,486 201,425 0.74%
蒲田区 1,393 147,516 0.94%
世田谷区 1,700 187,499 0.91%
渋谷区 1,616 234,395 0.69%
淀橋区 1,188 169,187 0.70%
中野区 1,276 175,394 0.73%
杉並区 880 190,174 0.46%
豊島区 3,015 268,015 1.12%
滝野川区 519 114,514 0.45%
荒川区 4,179 326,076 1.28%
王子区 1,100 170,414 0.65%
板橋区 1,078 150,661 0.72%
足立区 983 174,612 0.56%
向島区 2,877 186,698 1.54%
城東区 3,622 171,047 2.12%
葛飾区 1,134 104,550 1.08%
江戸川区 833 129,230 0.64%
東京市 53,032 5,848,917 0.91%
典 拠：東京市『東京市昭和十年国勢調査附帯調査区
編』1937年。
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得
者
層
が
多
い
地
区
へ
の
流
入
や
埋
立
地
や
河
川
敷
等
に
建
設
し

た
バ
ラ
ッ
ク
へ
の
居
住
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

具
体
的
に
は
、
東
部
で
は
、
深
川
区
の
潮し
お
ざ
き崎

町
、
千せ
ん

田だ

町
、
枝
川

町
、
浜
園
町
、
白
河
町
、
城
東
区
の
南
み
な
み

砂す
な

町
、
北き
た

砂す
な

町
、
大お
お
じ
ま島
町
、

本
所
区
錦
糸
町
、
向
島
区
の
寺て
ら
じ
ま島

町
、
吾あ

嬬づ
ま

町
東
、
吾
嬬
町
西
な

ど
が
特
に
朝
鮮
人
人
口
の
絶
対
数
が
多
い
か
、人
口
比
率
が
高
い
。

港
湾
に
隣
接
し
た
工
場
の
並
ぶ
芝
区
で
は
、
芝
浦
三
丁
目
、
日
出

町
、
月
見
町
一
丁
目
、
二
丁
目
、
高
浜
町
な
ど
で
特
に
朝
鮮
人
人

口
比
率
が
高
い
。
東
京
北
部
の
荒
川
区
に
つ
い
て
は
、
一
九
三
四

年
の
東
京
府
調
査
に
よ
れ
ば
、
南
千せ
ん
じ
ゅ住
一
、
六
、
七
丁
目
や
三み

河か
わ
し
ま島

町
五
、
七
、
八
丁
目
が
「
朝
鮮
人
密
集
地
域
」
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
。
南
部
の
工
業
地
帯
で
は
、
荏え

原ば
ら

区
戸と

越ご
し

町
と
品
川
区

大
井
伊
藤
町
に
「
半
島
出
身
労
働
者
集
団
地
区
」
が
存
在
し
た
と

さ
れ
て
お
り
、一
九
三
五
年
国
勢
調
査
か
ら
は
大
森
区
馬ま

込ご
め

町
東
、

蒲
田
区
六
郷
町
、
羽
田
な
ど
で
朝
鮮
人
人
口
比
率
が
高
い
こ
と
が

わ
か
る
。

　

こ
れ
以
外
に
一
九
三
四
年
の
東
京
府
調
査
か
ら
、
豊
島
区
西
巣

鴨
、
日
之
出
町
や
小
石
川
区
（
現
在
の
文
京
区
）
白は
く
さ
ん山

御ご

殿て
ん

町
・

久ひ
さ
か
た堅
町
・
戸と

崎さ
き

町
・
氷ひ

川か
わ
し
た下
町
が
「
朝
鮮
人
密
住
地
域
」
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
両
地
区
と
も
、
そ
れ
以
前
か
ら
低
所
得
者
層

が
多
く
、
そ
こ
に
朝
鮮
人
が
流
入
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
多
摩
川
沿
い
に
も
朝
鮮
人
の
多
い
地
区
が
存
在
し

た
。
こ
れ
は
河
川
敷
に
バ
ラ
ッ
ク
を
建
て
る
こ
と
が
で
き
た
と
い

う
理
由
の
ほ
か
、
朝
鮮
人
が
従
事
し
得
る
砂
利
採
取
の
仕
事
が
存

在
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　

な
お
、居
住
地
そ
の
も
の
に
つ
い
て
記
し
た
史
料
で
は
な
い
が
、

各
職
業
紹
介
所
の
労
働
手
帳
交
付
数
（
日
雇
い
職
業
紹
介
を
受
け

る
た
め
の
登
録
者
数
）
も
朝
鮮
人
数
の
地
域
的
な
分
布
を
把
握
す

る
う
え
で
参
考
に
な
る
。
一
九
三
三
年
の
統
計
か
ら
そ
れ
を
見
る

と
、
朝
鮮
人
の
登
録
が
目
立
つ
紹
介
所
の
ほ
と
ん
ど
は
、
こ
れ
ま

で
見
て
き
た
よ
う
な
朝
鮮
人
人
口
の
多
い
地
区
内
な
い
し
そ
こ
に

隣
接
し
た
場
所
に
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
う
し
た
条
件
に
あ
て
は
ま

ら
な
い
浅
草
区
石
浜
町
に
立
地
す
る
玉
姫
職
業
紹
介
所
に
も
、
五

四
二
人
の
朝
鮮
人
が
登
録
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る

Д

。
一
九

三
三
年
時
点
の
浅
草
区
の
朝
鮮
人
人
口
は
八
九
〇
人
と
少
数
で
、

朝
鮮
人
人
口
比
率
も
〇
・
三
七
％
と
高
く
は
な
い
が

Е

、
日
雇
い
労

働
に
依
存
す
る
朝
鮮
人
が
お
そ
ら
く
こ
の
周
辺
に
多
数
居
住
し
て

い
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
東
京
在
住
朝
鮮
人
の
職
業
お
よ
び
居
住
状
況
を

見
る
と
き
、
被
差
別
部
落
民
と
の
関
係
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
こ

と
が
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
ず
、
部
落
民
も
多
数
従
事
し
て
い
た
で

あ
ろ
う
、
劣
悪
な
条
件
の
工
場
労
働
や
廃
品
回
収
等
の
都
市
雑
業

に
朝
鮮
人
が
就
く
ケ
ー
ス
が
目
立
ち
、
そ
こ
で
の
接
点
が
存
在
し

た
は
ず
で
あ
る
。
特
に
、
い
わ
ゆ
る
部
落
産
業
で
あ
る
皮
革
関
係
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の
製
造
業
に
朝
鮮
人
が
従
事
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
さ

れ
る
。
ち
な
み
に
、
一
九
五
八
年
刊
行
の
『
東
京
朝
鮮
人
商
工
便

覧
』
に
よ
れ
ば
、
朝
鮮
人
が
経
営
す
る
皮
革
関
係
の
製
造
業
事
業

所
一
九
四
件
の
う
ち
、
七
六
件
が
荒
川
区
の
三
河
島
・
町
屋
・
南

千
住
・
日に
っ

暮ぽ

り里
町
、
六
件
が
台
東
区
の
浅
草
六
区
・
浅
草
三
区
・

上
野
、
三
件
が
墨
田
区
墨
田
の
所
在
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た

事
業
所
の
経
営
者
に
は
、
戦
前
に
部
落
民
と
と
も
に
働
い
た
経
験

を
持
つ
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
玉
姫
職
業
紹
介
所
は
被
差
別
部
落
に
近
い
。
一
九
三
三

年
に
玉
姫
職
業
紹
介
所
に
登
録
し
て
い
た
日
本
人
は
一
五
七
三
人

で
あ
り
、
他
府
県
か
ら
の
流
入
者
も
多
く
、
し
た
が
っ
て
も
ち
ろ

ん
部
落
民
で
は
な
い
者
も
相
当
数
に
上
っ
た
で
あ
ろ
う
。し
か
し
、

被
差
別
部
落
民
と
朝
鮮
人
と
が
並
ん
で
日
雇
い
労
働
の
紹
介
を
受

け
る
状
況
は
存
在
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
朝
鮮
人
労
働
者
が
屠
場
か
ら
牛
や
豚
の
内
臓
等
を

も
ら
い
受
け
て
食
べ
て
い
た
こ
と
が
朝
鮮
料
理
の
日
本
で
の
普
及

と
関
連
し
て
し
ば
し
ば
語
ら
れ
て
き
た
が

Ё

、
東
京
で
も
そ
う
し
た

事
例
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
品
川
の
屠
場
と
朝
鮮
人
の

焼
肉
料
理
と
の
関
係
を
示
唆
す
る
証
言
が
あ
る
ほ
か

Ж

、
芝
浦
の
朝

鮮
人
集
住
地
を
舞
台
と
す
る
村
山
知
義
の
小
説
「
或
る
コ
ロ
ニ
ー

の
記
録
」（『
明
姫
』
郷
土
書
房
、
一
九
四
八
年
に
収
録
）
に
は
「
屠

場
か
ら
買
っ
て
き
た
豚
の
蹄
を
グ
ツ
グ
ツ
と
煮
、
塩
を
つ
け
て
軟

骨
の
プ
リ
プ
リ
を
そ
の
ま
ま
食
べ
」
る
朝
鮮
人
に
つ
い
て
の
描
写

が
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
東
京
に
お
い
て
も
、
朝
鮮
人
と
被
差
別
部
落

民
は
、
近
隣
住
民
や
同
じ
職
場
の
労
働
者
と
し
て
、
あ
る
い
は
雇

用
者
と
被
雇
用
者
と
し
て
関
係
を
結
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

二　

部
落
民
と
朝
鮮
人
の
解
放
運
動
と
両
者
の
関
係

　

在
日
朝
鮮
人
と
被
差
別
部
落
民
は
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇

年
代
に
か
け
て
そ
れ
ぞ
れ
自
ら
の
解
放
の
た
め
に
活
発
な
運
動
を

展
開
し
て
い
た
。
東
京
に
お
い
て
も
朝
鮮
人
や
部
落
民
の
大
衆
的

組
織
的
な
取
り
組
み
が
見
ら
れ
る
。

　

ま
ず
、
東
京
在
住
朝
鮮
人
の
間
で
は
、
一
九
一
九
年
に
、「
三
・

一
運
動
」
の
さ
き
が
け
と
な
っ
た
留
学
生
に
よ
る
「
二
・
八
独
立

運
動
」
が
あ
り
、
一
九
二
〇
年
代
以
降
は
社
会
主
義
思
想
を
受
容

し
た
人
々
の
闘
い
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
は
、
当
初
、
無

政
府
主
義
者
の
影
響
力
も
無
視
で
き
な
か
っ
た
が
、
一
九
二
〇
年

代
後
半
以
降
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
系
の
共
産
主
義
者
が
主
導
権
を

握
る
団
体
の
運
動
が
よ
り
活
発
と
な
っ
て
い
た
。

　

社
会
主
義
者
に
よ
る
労
働
者
の
組
織
化
は
一
九
二
二
年
か
ら
開

始
さ
れ
、
翌
年
の
関
東
大
震
災
時
の
朝
鮮
人
虐
殺
事
件
に
よ
っ
て

大
き
な
打
撃
を
受
け
た
が
、
一
九
二
五
年
に
は
在
日
本
朝
鮮
労
働
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同
盟
が
発
足
し
て
い
る
。
一
九
二
〇
年
代
後
半
を
通
じ
て
、
そ
の

傘
下
の
東
京
朝
鮮
労
働
組
合
が
、
労
働
争
議
を
通
じ
た
生
活
防
衛

や
日
本
の
朝
鮮
支
配
に
対
す
る
批
判
を
繰
り
広
げ
た
。
ま
た
、
朝

鮮
人
独
自
の
青
年
団
体
や
新
幹
会
（
非
妥
協
的
民
族
主
義
者
と
社

会
主
義
者
の
組
織
し
た
民
族
解
放
を
志
向
す
る
統
一
戦
線
組
織
）
東

京
支
会
も
同
じ
時
期
に
活
動
し
た
。

　

し
か
し
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
指
導
を
受
け
入
れ
た
共
産
主
義
者

た
ち
は
、
一
九
三
〇
年
以
降
は
、
朝
鮮
人
独
自
団
体
を
解
体
さ
せ

て
い
っ
た
。
以
後
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
系
の
運
動
で
は
日
本
労
働
組

合
全
国
協
議
会
（
全
協
）
な
ど
の
組
織
で
、
日
本
人
と
と
も
に
朝

鮮
人
が
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
産
別
や
地

域
に
よ
っ
て
は
、
事
実
上
、
朝
鮮
人
が
中
心
と
な
っ
て
い
た
も
の

も
あ
る
。
だ
が
、
弾
圧
の
な
か
で
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
系
の
諸
運
動
は

一
九
三
〇
年
代
前
半
に
崩
壊
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

こ
の
間
、「
内
鮮
融
和
」を
掲
げ
る
団
体
の
活
動
も
あ
っ
た
。「
内

鮮
融
和
」
団
体
は
、
関
東
大
震
災
後
、
官
僚
や
財
界
が
支
援
し
た

こ
と
も
あ
り
、
勢
力
を
伸
ば
し
た
。
代
表
的
な
「
内
鮮
融
和
」
団

体
で
あ
る
相
愛
会
は
職
業
紹
介
や
無
料
宿
泊
施
設
の
経
営
な
ど
の

看
板
を
掲
げ
る
一
方
、
民
族
運
動
に
敵
対
す
る
活
動
を
繰
り
広
げ

た
。
そ
の
副
会
長
で
あ
る
朴
春
琴
は
東
京
第
四
区
（
深
川
区
・
本

所
区
）
選
出
の
代
議
士
に
も
な
っ
て
い
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
無
政
府
主
義
系
の
団
体
も
存
続
し
て
お
り
、
特
に

明
確
な
政
治
的
主
張
を
掲
げ
な
い
団
体
に
よ
る
親
睦
や
相
互
扶

助
、
児
童
教
育
な
ど
の
活
動
も
展
開
さ
れ
て
い
た
。
な
お
、
地
域

に
根
ざ
し
た
組
織
基
盤
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
東
京
で
は

一
九
二
四
年
の
二
重
橋
事
件
、
一
九
三
二
年
の
桜
田
門
事
件
な
ど

の
朝
鮮
独
立
を
め
ざ
す
政
治
テ
ロ
事
件
も
発
生
し
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
朝
鮮
人
に
よ
る
様
々
な
社
会
運
動
、
朝
鮮
独
立

を
目
指
す
活
動
が
東
京
で
は
続
け
ら
れ
た
。
し
か
し
一
九
三
〇
年

代
半
ば
以
降
は
、
戦
時
体
制
構
築
と
の
関
係
で
、「
内
鮮
融
和
」

団
体
も
含
め
て
自
主
的
な
組
織
は
解
散
さ
せ
ら
れ
、
官
憲
が
主
導

す
る
協
和
会
が
朝
鮮
人
を
監
視
・
同
化
・
教
化
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
か
く
し
て
一
九
三
〇
年
代
末
以
降
は
、
朝
鮮
人
に
よ
る
社
会

運
動
は
窒
息
さ
せ
ら
れ
て
い
た

З

。

　

一
方
、
東
京
に
お
け
る
被
差
別
部
落
民
に
対
し
て
は
、
す
で
に

一
九
一
〇
年
代
末
か
ら
融
和
主
義
の
立
場
か
ら
の
働
き
か
け
が
強

め
ら
れ
、
そ
の
組
織
も
つ
く
ら
れ
た
。
し
か
し
、
一
九
二
二
年
の

水
平
社
設
立
以
降
、
水
平
運
動
の
活
発
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ

た
。
活
動
は
、
戦
時
体
制
が
確
立
さ
れ
る
ま
で
持
続
し
、
こ
の
間
、

地
域
に
お
け
る
部
落
差
別
糾
弾
闘
争
や
全
国
規
模
の
差
別
糾
弾
闘

争
の
支
援
等
や
、
各
種
の
「
無
産
団
体
」
と
も
密
接
な
関
係
を
維

持
し
な
が
ら
被
差
別
部
落
民
の
生
活
を
守
る
闘
い
が
繰
り
広
げ
ら

れ
た
。
東
京
の
水
平
社
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
、
都
市
部
で
は
借
家

人
組
合
や
消
費
組
合
、
皮
革
産
業
の
生
産
者
組
合
や
労
働
組
合
な
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ど
、
農
村
部
で
は
農
民
組
合
を
組
織
し
、
そ
こ
に
参
加
し
て
中
心

的
な
担
い
手
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
ら
の

活
動
は
政
治
的
な
統
一
性
や
一
貫
性
を
持
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な

い
。
一
九
二
〇
年
代
半
ば
に
は
全
国
的
な
動
き
と
連
動
し
て
東
京

の
水
平
運
動
で
も
ア
ナ
派
と
ボ
ル
派
が
分
立
し
て
い
た
し
、
一
九

二
〇
年
代
後
半
以
降
は
無
産
運
動
の
枠
組
み
で
の
左
右
対
立
の
影

響
も
及
ん
で
い
た
。
た
だ
し
、
一
九
三
〇
年
に
戦
線
統
一
し
て
発

足
し
た
全
国
水
平
社
東
京
支
部
な
ど
の
動
き
を
見
る
と
、社
民
系
、

特
に
そ
の
中
間
派
の
影
響
力
が
強
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る

И

。

　

以
上
の
点
を
踏
ま
え
て
、
次
に
こ
の
時
期
の
東
京
の
社
会
運
動

に
お
け
る
朝
鮮
人
と
被
差
別
部
落
民
と
の
関
係
を
考
え
て
み
よ

う
。
両
者
が
社
会
運
動
の
場
で
接
点
を
持
つ
ケ
ー
ス
は
、
①
普
遍

的
な
い
し
両
者
に
共
通
す
る
重
要
な
課
題
の
解
決
を
め
ざ
す
運
動

へ
の
双
方
の
参
加
、
②
一
方
が
中
心
的
に
組
織
し
た
、
な
い
し
多

数
参
加
し
て
い
る
大
衆
団
体
へ
の
他
方
の
加
入
、
③
一
方
が
直
面

し
て
い
る
課
題
に
対
す
る
他
方
の
支
援
、
の
三
つ
の
パ
タ
ー
ン
に

分
け
ら
れ
よ
う
。

　

こ
れ
ら
の
う
ち
、
①
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
「
無
産
団
体
」
が

結
集
し
て
開
か
れ
た
大
規
模
な
集
会
に
水
平
社
や
朝
鮮
人
団
体
が

と
も
に
参
加
し
て
い
た
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
例
え
ば
、
一
九
二
三
年

に
展
開
さ
れ
た
過
激
法
案
反
対
運
動
で
は
、
日
本
人
の
労
働
組
合

の
ほ
か
、
東
京
朝
鮮
労
働
同
盟
と
東
京
水
平
社
が
そ
の
一
翼
を
担

っ
て
い
た

КУ

。

　

ま
た
、
一
九
三
二
年
六
月
か
ら
七
月
、
三
河
島
に
始
ま
り
東
京

全
体
で
展
開
さ
れ
た
政
府
余
剰
米
払
い
下
げ
要
求
運
動
＝
米
よ
こ

せ
運
動
で
は
、
被
差
別
部
落
民
と
在
日
朝
鮮
人
が
と
も
に
運
動
の

中
心
的
役
割
を
担
っ
た
。
東
京
水
平
社
の
ほ
か
、
東
京
靴
生
産
組

合
、
北
部
一
般
消
費
組
合
、
城
北
無
産
者
消
費
組
合
な
ど
の
部
落

民
が
中
心
と
な
っ
た
団
体
が
対
政
府
デ
モ
に
参
加
す
る
と
と
も

に

КФ

、
対
政
府
の
請
願
運
動
に
お
い
て
は
「
各
地
区
で
朝
鮮
人
労
働

者
の
署
名
参
加
者
が
非
常
に
多
数
」
で
、
東
京
米
よ
こ
せ
会
の
代

表
者
に
も
朝
鮮
人
が
選
出
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る

КХ

。

　

②
に
つ
い
て
は
、
被
差
別
部
落
民
が
中
心
と
な
っ
た
組
織
へ
の

朝
鮮
人
の
参
加
と
、
朝
鮮
人
を
主
と
す
る
組
織
へ
の
被
差
別
部
落

民
の
参
加
の
二
つ
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
史

料
的
に
確
認
で
き
な
い
。
当
時
に
お
い
て
朝
鮮
語
を
習
得
し
た
日

本
人
が
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
（
そ
の
背
景
に

は
、
日
本
人
一
般
が
朝
鮮
人
一
般
に
対
し
て
優
位
に
立
つ
力
関
係
や
差

別
意
識
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
も
、
忘
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
）、

事
実
と
し
て
も
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
被
差
別
部
落
民
が
中
心
と
な
っ
た
組
織
に
朝

鮮
人
が
加
盟
し
て
い
た
事
例
は
、
多
い
と
は
言
え
な
い
が
確
認
で

き
る
。
ま
ず
、
東
京
に
お
け
る
在
日
朝
鮮
人
運
動
の
中
心
的
指
導

者
で
あ
っ
た
金
浩
永
は
、
一
九
二
八
年
に
東
京
朝
鮮
労
働
組
合
に
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参
加
す
る
以
前
に
、
東
京
合
同
労
働
組
合
で
活
動
し
て
い
る

КЦ

。
東

京
合
同
労
組
は「
皮
革
産
業
労
働
者
が
結
集
し
た
組
織
」で
あ
り
、

「
被
差
別
部
落
、
在
日
朝
鮮
人
、
在
日
中
国
人
へ
の
差
別
撤
廃
を

か
か
げ
た
組
合
で
あ
っ
た
」
と
さ
れ
て
い
る

КЧ

。
ま
た
、
一
九
三
三

年
に
は
東
京
革
工
組
合
内
で
活
動
し
て
い
た
在
日
朝
鮮
人
労
働
者

の
存
在
も
確
認
で
き
る

КШ

。
前
述
の
よ
う
に
、
皮
革
産
業
に
従
事
す

る
朝
鮮
人
は
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
被
差
別
部
落
民
の
組

織
し
た
皮
革
関
係
の
労
働
組
合
に
朝
鮮
人
が
参
加
し
て
い
る
ケ
ー

ス
は
、史
料
か
ら
確
認
で
き
る
以
上
に
多
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

③
に
つ
い
て
も
、
部
落
民
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
運
動
へ
の
朝

鮮
人
の
支
援
と
そ
の
逆
の
二
つ
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
東
京
在
住

朝
鮮
人
の
運
動
に
対
す
る
部
落
民
の
支
援
に
つ
い
て
の
事
例
は
ほ

と
ん
ど
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
筆
者
の
調
査
が
不
十
分
で
あ
る

可
能
性
も
あ
る
が
、
一
九
二
五
年
の
朝
鮮
水
害
救
済
委
員
会
に
ほ

か
の
日
本
の
無
産
団
体
と
と
も
に
「
水
平
社
関
東
同
盟
」
が
名
を

連
ね
て
い
た
事
実
が
確
認
で
き
る
だ
け
で
あ
る

КЩ

。
特
に
民
族
解
放

運
動
に
対
す
る
関
心
は
薄
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
あ
る
警
察

官
は
、「
朝
鮮
独
立
運
動
に
参
加
せ
ん
こ
と
」
を
求
め
た
朝
鮮
人

に
対
し
て
、
水
平
社
幹
部
が
「
吾
々
の
運
動
は
朝
鮮
人
と
は
目
的

が
異
ふ
吾
々
運
動
に
は
差
別
撤
廃
の
外
に
他
の
意
味
は
な
い
と
言

っ
て
断
然
拒
絶
し
た
」
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て
い
る

КЪ

。

こ
れ
が
東
京
の
話
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
ど
の
程
度
真
実
を
伝

え
て
い
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
朝
鮮
人
の
植
民
地
統
治
批
判

の
演
説
会
な
ど
へ
の
東
京
水
平
社
等
の
参
加
を
記
し
た
史
料
が
見

当
た
ら
な
い
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
付
言
す
れ
ば
、
部
落
民
だ
け

の
問
題
で
は
な
い
が
、
前
述
の
一
九
三
二
年
の
米
よ
こ
せ
闘
争
に

お
い
て
も
、
朝
鮮
農
民
が
小
作
制
度
の
も
と
で
呻
吟
し
、
米
を
安

く
買
い
叩
か
れ
て
い
る
こ
と
を
問
題
視
す
る
よ
う
な
動
き
は
存
在

し
な
か
っ
た
。
植
民
地
の
状
況
が
視
野
に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

　

一
方
、
部
落
民
の
運
動
に
対
す
る
朝
鮮
人
の
支
援
の
事
例
と
し

て
は
高
松
差
別
裁
判
糾
弾
闘
争
に
関
わ
る
動
き
が
あ
る
。
東
京
在

住
朝
鮮
人
の
無
政
府
主
義
系
労
働
組
合
で
あ
る
朝
鮮
東
興
労
働
同

盟
は
高
松
差
別
裁
判
糾
弾
闘
争
の
請
願
隊
支
援
の
活
動
を
展
開

し
、
一
九
三
三
年
一
〇
月
二
六
日
に
開
催
さ
れ
た
請
願
隊
の
答
礼

晩
餐
会
に
も
招
か
れ
た

КЫ

。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
の
課
題
で
の
支
援

は
成
立
し
て
い
な
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
部
落
民
と
朝
鮮
人
が
と
も
に
担
っ
た
社
会
運

動
は
東
京
に
お
い
て
も
存
在
し
て
い
た
。
職
場
や
地
域
に
お
い
て

し
ば
し
ば
双
方
が
身
近
な
存
在
で
あ
り
、
と
も
に
差
別
や
圧
迫
を

加
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
当
然
で
あ
っ
た
。

　

だ
が
、
そ
の
よ
う
な
状
況
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
両
者

の
共
同
闘
争
や
連
帯
の
動
き
は
限
定
的
で
あ
る
。
客
観
的
に
そ
れ

が
要
請
さ
れ
て
い
た
状
況
に
あ
っ
て
も
、
共
同
闘
争
や
連
帯
が
成
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立
し
て
い
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
三
河
島
で
は
部
落
民
、
朝
鮮
人

が
そ
れ
ぞ
れ
様
々
な
生
活
防
衛
の
た
め
の
団
体
を
組
織
し
て
い
た

が
、
そ
れ
ら
の
持
続
的
な
連
絡
は
不
在
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
玉
姫

職
業
紹
介
所
で
は
、
一
九
三
〇
年
末
か
ら
全
国
水
平
社
東
京
支
部

が
関
係
す
る
失
業
者
の
運
動
が
組
織
さ
れ
た
と
さ
れ
る
が

КЬ

、
前
述

の
よ
う
に
同
紹
介
所
で
は
朝
鮮
人
も
多
数
登
録
し
て
お
り
、
左
翼

系
の
組
織
も
確
立
さ
れ
て
い
た

ЛУ

。
し
か
し
、
部
落
民
と
朝
鮮
人
の

共
同
闘
争
に
つ
い
て
の
記
録
は
確
認
で
き
な
い
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
同
じ
時
期
に
多
数
の
朝
鮮
人
人
口
を
有
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
た
ほ
か
の
都
市
で
は
、
部
落
民
と
朝
鮮
人
と
の

間
で
密
接
な
関
係
が
つ
く
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
た
事
例
が
確
認
で

き
る
。
大
阪
で
は
一
九
二
二
年
一
二
月
、
関
西
朝
鮮
人
連
盟
が
組

織
さ
れ
、
水
平
社
と
提
携
の
動
き
を
見
せ
た
し

ЛФ
、
そ
の
後
一
九
二

六
年
の
関
西
在
留
朝
鮮
人
中
央
協
議
会
の
組
織
に
は
大
阪
水
平
社

本
部
が
関
係
し
て
い
た

ЛХ

。
大
阪
府
泉
北
郡
南
王
子
村
で
は
水
平
社

同
人
が
、
同
村
の
朝
鮮
人
を
指
導
し
泉
北
郡
朝
鮮
人
共
済
会
を
組

織
さ
せ
て
い
る
し

ЛЦ

、
京
都
に
つ
い
て
は
水
平
社
に
参
加
し
て
い
る

朝
鮮
人
の
存
在
を
伝
え
る
新
聞
報
道
が
あ
る

ЛЧ

。個
人
レ
ベ
ル
で
は
、

水
平
運
動
の
指
導
者
で
あ
っ
た
栗
須
七
郎
が
一
九
三
〇
年
に
衆
議

院
議
員
選
挙
に
立
候
補
し
た
際
に
朝
鮮
語
の
看
板
も
掲
げ

ЛШ

、
自
宅

に
朝
鮮
人
学
生
を
寄
宿
さ
せ
て
い
た
し

ЛЩ

、
関
西
朝
鮮
人
連
盟
の
朝

鮮
人
指
導
者
は
同
団
体
の
自
然
消
滅
後
も
部
落
民
と
の
交
友
を
続

け
た
と
さ
れ
る

ЛЪ

。

　

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
大
阪
等
に
お
け
る
部
落
民
と
の
交
流
・

提
携
の
動
き
を
担
っ
た
朝
鮮
人
は
、
民
族
解
放
運
動
と
関
わ
り
を

持
っ
て
い
な
い
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
関
西
朝
鮮
人
連
盟

は
、
民
族
差
別
に
は
反
対
し
た
が
、
朝
鮮
独
立
に
つ
い
て
は
明
確

に
そ
の
意
義
を
否
定
し
て
い
た
し

ЛЫ

、
泉
北
郡
朝
鮮
人
共
済
会
や
関

西
在
留
朝
鮮
人
中
央
協
議
会
は
同
時
期
、
活
発
に
民
族
解
放
運
動

を
展
開
し
て
い
た
在
日
本
朝
鮮
労
働
総
同
盟
傘
下
の
組
織
で
は
な

っ
た
。
ま
た
、
大
阪
や
京
都
に
お
け
る
朝
鮮
人
に
よ
る
植
民
地
統

治
批
判
演
説
会
等
に
つ
い
て
も
水
平
社
の
参
加
は
ほ
と
ん
ど
確
認

で
き
ず

ЛЬ

、
こ
れ
ら
の
地
域
で
も
部
落
民
側
の
朝
鮮
民
族
解
放
運
動

へ
の
関
心
は
高
く
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三　

連
帯
の
基
礎
と
断
絶
の
要
因

　

次
に
、
以
上
の
よ
う
な
朝
鮮
人
と
部
落
民
と
の
社
会
運
動
に
お

け
る
関
係
を
規
定
し
て
い
た
条
件
や
状
況
が
何
で
あ
っ
た
の
か
を

考
え
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
、
朝
鮮
人
と
部
落
民
の
共
同
闘
争
の
事
例
に
つ
い
て
見
れ

ば
、
過
激
法
案
反
対
運
動
や
米
よ
こ
せ
運
動
は
、
あ
ら
ゆ
る
被
圧

迫
民
衆
な
い
し
は
下
層
民
に
関
わ
る
闘
争
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る

か
ら
、
朝
鮮
人
で
あ
れ
部
落
民
で
あ
れ
、
そ
こ
に
参
加
す
る
の
は
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当
然
で
あ
っ
た
。

　

で
は
、
結
婚
に
お
け
る
部
落
差
別
が
問
題
と
な
っ
た
高
松
差
別

裁
判
糾
弾
闘
争
に
対
す
る
朝
鮮
人
の
支
援
は
な
ぜ
行
わ
れ
た
の
だ

ろ
う
か
？　

こ
れ
は
、
朝
鮮
人
の
間
で
も
婚
姻
の
際
の
民
族
差
別

が
切
実
な
問
題
と
な
っ
て
い
た
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　

戦
前
に
お
い
て
も
在
日
朝
鮮
人
と
日
本
人
と
の
婚
姻
は
少
な
く

な
か
っ
た

МУ

。
そ
う
し
た
な
か
で
、
婚
姻
に
関
わ
る
差
別
は
朝
鮮
人

に
と
っ
て
も
、
自
分
た
ち
や
周
囲
の
人
々
が
経
験
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
は
ず
で
あ
る
。
付
言
す
れ
ば
、
と
り
わ
け
東
京
府
で
は
、
日

本
人
と
朝
鮮
人
と
の
婚
姻
は
多
く
（
一
九
三
九
年
時
点
で
朝
鮮
人

婚
姻
世
帯
の
一
三
・
八
三
％
、
全
国
平
均
は
四
・
四
九
％
）、
こ
の
問

題
へ
の
高
い
関
心
を
生
み
出
す
条
件
も
存
在
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
部
落
差
別
問
題
に
対
す
る

東
京
在
住
朝
鮮
人
の
支
援
は
高
松
差
別
裁
判
糾
弾
闘
争
以
外
見
当

た
ら
な
い
し
、
部
落
民
に
よ
る
朝
鮮
人
に
対
す
る
支
援
は
確
認
で

き
な
い
。
そ
し
て
、
職
場
や
地
域
に
お
い
て
接
点
を
持
っ
て
い
た

両
者
の
共
同
闘
争
も
限
定
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
部
落
民
と

朝
鮮
人
の
断
絶
の
要
因
は
何
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？

　

こ
れ
は
両
者
の
置
か
れ
た
状
況
の
違
い
が
関
係
し
て
い
る
だ
ろ

う
。
部
落
民
と
朝
鮮
人
は
、
と
も
に
通
常
、
日
本
帝
国
の
秩
序
に

お
い
て
中
心
的
な
位
置
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
完
全

な
排
除
で
は
な
い
。
日
本
帝
国
は
こ
れ
ら
の
人
々
を
包
摂
し
、
あ

る
程
度
は
中
心
に
近
づ
く
こ
と
を
少
な
く
と
も
可
能
に
見
せ
か
け

て
い
た
。
だ
が
、
そ
の
排
除
と
包
摂
の
度
合
い
は
相
当
に
異
な
っ

て
い
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
よ
り
強
く
排
除
さ
れ
て
い
た
の
は

朝
鮮
人
で
、
部
落
民
に
対
す
る
排
除
は
そ
れ
に
比
べ
れ
ば
徹
底
的

な
も
の
で
は
な
く
、
日
本
帝
国
の
秩
序
に
お
け
る
序
列
の
上
昇
の

可
能
性
も
相
対
的
に
は
高
か
っ
た
と
言
え
る
。

　

端
的
な
例
と
し
て
は
、
軍
隊
の
問
題
が
あ
る
。
部
落
民
（
正
確

に
言
え
ば
、
そ
の
う
ち
の
健
康
な
男
子
）
は
日
本
帝
国
の
軍
隊
内
で

し
ば
し
ば
差
別
を
受
け
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
で
の

昇
級
は
不
可
能
で
は
な
か
っ
た
。
だ
が
、
朝
鮮
人
は
、
戦
争
末
期

を
除
い
て
、
そ
も
そ
も
徴
兵
の
対
象
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
し
か

も
朝
鮮
人
に
と
っ
て
日
本
帝
国
の
軍
隊
は
自
分
た
ち
を
弾
圧
し
、

場
合
に
よ
っ
て
は
殺
戮
し
よ
う
と
す
る
存
在
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

経
済
的
な
上
昇
に
つ
い
て
も
、
教
育
歴
や
言
語
能
力
、
技
術
習
得

の
機
会
、金
融
機
関
に
よ
る
融
資
の
有
無
か
ら
、朝
鮮
人
の
場
合
、

よ
り
小
さ
い
可
能
性
し
か
持
ち
得
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
条
件
の
違
い
は
、
部
落
民
と
朝
鮮
人
が
各
自
の
集
団

と
し
て
と
る
運
動
展
開
に
も
関
係
し
て
く
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
運
動

は
、
異
な
る
路
線
と
特
徴
を
持
つ
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
加
え
ら
れ
て
い
る
排
除
の
圧
力
が
相
対
的
に
は
弱

い
も
の
で
あ
る
部
落
民
に
お
い
て
は
、
帝
国
の
枠
組
み
や
秩
序
を
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認
め
た
う
え
で
、
そ
の
な
か
で
の
地
位
向
上
や
経
済
的
分
配
を
高

め
よ
う
と
す
る
運
動
が
影
響
力
を
強
め
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
天

皇
制
を
積
極
的
に
支
持
し
国
策
に
順
応
的
な
も
の
か
ら
、
少
な
く

と
も
あ
る
程
度
、
国
策
に
批
判
的
な
社
会
民
主
主
義
左
派
ま
で
の

幅
を
と
り
得
る
。
し
か
し
、
帝
国
の
枠
組
み
を
前
提
と
し
た
運
動

で
あ
る
限
り
、
そ
の
担
い
手
の
植
民
地
問
題
へ
の
関
心
は
希
薄
と

な
る
は
ず
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
植
民
地
解
放
と
い
う
帝
国
の
秩
序

の
破
壊
を
志
向
す
る
人
々
と
接
触
を
持
つ
こ
と
は
自
ら
の
上
昇
に

と
っ
て
妨
げ
と
な
る
、
と
い
う
意
識
を
持
つ
よ
う
に
な
る
可
能
性

も
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
朝
鮮
人
の
場
合
、
帝
国
の
枠
組
み
を
前
提
と

し
た
地
位
上
昇
や
生
活
改
善
に
は
可
能
性
を
見
出
し
に
く
い
。
そ

こ
か
ら
、
朝
鮮
を
植
民
地
と
し
て
い
る
日
本
帝
国
主
義
自
体
を
打

倒
し
、
社
会
そ
の
も
の
の
根
底
的
に
変
革
し
よ
う
と
す
る
勢
力
が

朝
鮮
人
の
間
で
影
響
力
を
持
つ
こ
と
と
な
る
。
か
く
し
て
、
民
族

解
放
を
最
も
明
確
に
打
ち
出
し
て
い
た
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
系
統
の
運

動
が
、
多
く
の
朝
鮮
人
を
組
織
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

も
っ
と
も
、
帝
国
の
枠
組
み
を
前
提
と
し
て
地
位
上
昇
や
生
活

改
善
を
目
指
す
動
き
も
、
朝
鮮
人
の
な
か
に
は
存
在
し
た
。
し
か

し
、
朝
鮮
人
に
お
い
て
は
国
家
権
力
と
距
離
を
置
き
な
が
ら
そ
れ

を
追
求
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
自
主
的
活
動
は
成
り
立
ち
に

く
か
っ
た
。
国
家
権
力
か
ら
（
さ
ら
に
言
え
ば
、
ほ
か
の
帝
国
臣
民

か
ら
も
）
ま
っ
た
く
信
頼
さ
れ
て
い
な
い
存
在
で
あ
っ
た
朝
鮮
人

が
日
本
帝
国
の
な
か
で
の
地
位
向
上
を
目
指
す
場
合
、
当
局
者
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
従
う
態
度
を
示
し
、
権
力
に
対
す
る
忠
誠
を
明

確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
体

制
に
批
判
的
な
社
会
民
主
主
義
勢
力
と
し
て
の
朝
鮮
人
組
織
は
成

立
し
に
く
く
、「
内
鮮
融
和
」
団
体
は
官
僚
や
有
力
政
治
家
の
後

ろ
盾
を
得
て
、
民
族
主
義
勢
力
へ
の
反
対
と
天
皇
制
支
持
、
国
策

協
力
を
明
確
に
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

　

部
落
民
と
朝
鮮
人
の
運
動
が
こ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
現
れ
た

場
合
、両
者
の
連
帯
の
成
立
は
困
難
と
な
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
実
際
に
は
、
部
落
民
＝
社
民
系
、
朝
鮮
人
＝
コ
ミ

ン
テ
ル
ン
系
も
し
く
は
政
治
主
義
的
「
内
鮮
融
和
」
団
体
、
と
い

う
枠
組
み
に
す
べ
て
が
収
ま
る
わ
け
で
は
な
い
。
コ
ミ
ン
テ
ル
ン

系
に
組
織
さ
れ
た
部
落
民
も
存
在
し
、
そ
の
組
織
内
で
の
部
落
民

と
朝
鮮
人
と
の
共
闘
も
あ
り
得
る
。
ま
た
、
帝
国
の
秩
序
の
破
壊

を
目
指
す
も
の
で
は
な
い
が
、
権
力
者
の
意
図
に
操
ら
れ
る
も
の

で
も
な
く
、
民
族
差
別
反
対
や
生
活
改
善
を
め
ざ
す
運
動
を
自
主

的
に
続
け
た
朝
鮮
人
の
組
織
も
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ

う
し
た
朝
鮮
人
団
体
は
部
落
民
に
と
っ
て
も
提
携
・
交
流
の
対
象

と
な
り
得
た
。
実
際
に
大
阪
に
お
い
て
部
落
民
と
提
携
し
た
の
は

そ
う
し
た
朝
鮮
人
団
体
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
東
京
在
住
朝
鮮
人
の
場
合
、
社
民
系
組
織
の
活
動
は



14

少
な
い
。
そ
し
て
、
東
京
の
「
内
鮮
融
和
」
系
の
朝
鮮
人
に
お
い

て
は
、
相
愛
会
の
朴
春
琴
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
反
民
族
主
義
や

天
皇
制
支
持
、
国
策
協
力
な
ど
の
政
治
的
行
動
が
目
立
つ
。
つ
ま

り
、
東
京
で
は
と
り
わ
け
、
朝
鮮
人
と
部
落
民
と
の
共
同
闘
争
が

成
立
し
に
く
い
状
況
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
な
ぜ
、
東
京
在
住
朝
鮮
人
に
お
い
て
は
社
民
系
や
経
済

利
益
の
追
求
を
主
要
課
題
と
す
る
よ
う
な
運
動
の
影
響
力
が
小
さ

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
は
、
①
東
京
在
住
朝
鮮
人
の
な

か
に
は
学
生
や
あ
る
程
度
の
学
歴
を
持
つ
者
が
多
い
こ
と
や
、
②

関
東
大
震
災
下
の
朝
鮮
人
虐
殺
事
件
の
影
響
と
と
も
に
、
③
東
京

が
日
本
帝
国
の
政
治
の
中
心
地
＝
帝
都
で
あ
る
こ
と
が
関
係
し
て

い
る
と
見
ら
れ
る
。

　

学
生
や
イ
ン
テ
リ
の
朝
鮮
人
た
ち
は
マ
ル
ク
ス
主
義
を
は
じ
め

と
す
る
政
治
思
想
を
摂
取
し
、
社
会
情
勢
を
分
析
し
て
民
族
解
放

運
動
を
組
織
す
る
能
力
を
持
つ
。
実
際
に
彼
ら
は
東
京
に
お
い
て

民
族
解
放
運
動
を
活
発
に
展
開
し
た
。
そ
う
し
た
活
動
は
、
東
京

の
「
帝
都
」
と
し
て
の
位
置
か
ら
、
単
に
一
都
市
の
内
部
に
限
定

さ
れ
な
い
重
要
性
を
帯
び
た
も
の
と
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
る
。
こ
れ
と
と
も
に
東
京
で
は
、
ほ
か
の
土
地
か
ら
や
っ
て
き

た
朝
鮮
人
に
よ
っ
て
政
治
テ
ロ
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ

た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に
加
え
て
、
関
東
大
震
災
時
の
朝
鮮
人
虐

殺
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
東
京
に
お
い
て
は
朝
鮮
人
と
日
本
人
と

の
民
族
関
係
に
お
け
る
緊
張
の
度
合
い
は
（
日
常
的
に
対
立
や
衝

突
を
引
き
起
こ
し
て
い
た
と
い
う
程
度
で
は
な
い
が
）
他
都
市
と
比

べ
て
も
強
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
が
、
東
京
在
住
朝
鮮
人
に
お
い
て
急
進
的
な
民
族
解

放
闘
争
に
向
か
う
者
を
増
や
す
要
因
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
同
時
に
そ
れ
は
、
微
温
的
な
経
済
利
益
追
求
や
民
族
差
別
反

対
の
み
を
目
的
と
す
る
団
体
の
活
動
を
困
難
と
す
る
条
件
で
も
あ

っ
た
と
見
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
ら
の
団
体
は

「
不
逞
鮮
人
」
と
の
同
一
視
を
避
け
る
た
め
に
、
天
皇
制
支
持
や

国
策
協
力
の
立
場
を
行
動
で
は
っ
き
り
示
す
こ
と
を
迫
ら
れ
る
か

ら
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
帝
都
た
る
東
京
の
有
す
る
政
治
性
は
、
そ
こ
に

在
住
す
る
朝
鮮
人
の
社
会
運
動
の
性
格
に
も
影
響
を
与
え
て
い
た

と
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
が
、
朝
鮮
人
と
部
落
民
と
の

断
絶
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

右
に
述
べ
て
き
た
こ
と
を
要
約
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。
ま

ず
、
一
九
二
〇
年
代
以
降
、
本
格
的
に
増
加
す
る
東
京
在
住
朝
鮮

人
は
、
し
ば
し
ば
職
場
や
地
域
に
お
い
て
被
差
別
部
落
民
と
接
触

の
機
会
を
持
っ
て
い
た
。
両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
一
九
二
〇
〜
三
〇
年
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代
に
社
会
運
動
を
展
開
し
、
そ
の
な
か
で
関
わ
り
を
も
つ
こ
と
も

あ
っ
た
。
し
か
し
、
多
く
の
局
面
に
お
い
て
は
両
者
の
連
帯
の
動

き
は
成
立
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
置
か
れ
て
い
る
状

況
に
規
定
さ
れ
た
運
動
展
開
の
相
違
、
つ
ま
り
民
族
解
放
を
志
向

す
る
、
な
い
し
は
そ
の
反
対
に
徹
底
的
な
反
民
族
主
義
の
立
場
を

鮮
明
に
す
る
「
内
鮮
融
和
」
団
体
に
組
織
さ
れ
る
朝
鮮
人
と
、
植

民
地
問
題
を
視
野
に
入
れ
ず
帝
国
の
中
で
生
活
改
善
を
図
ろ
う
と

す
る
部
落
民
と
い
う
違
い
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。
特
に

東
京
で
は
、
帝
都
と
し
て
の
政
治
性
が
一
方
で
朝
鮮
人
の
急
進
的

な
解
放
運
動
を
活
性
化
さ
せ
た
が
、
同
時
に
一
部
に
お
い
て
露
骨

に
反
民
族
主
義
的
な
運
動
を
生
み
出
し
、
そ
の
結
果
、
反
差
別
や

生
活
改
善
と
い
っ
た
領
域
で
の
部
落
民
と
の
共
同
闘
争
の
可
能
性

を
狭
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
以
上
の
見
解
は
限
定
さ
れ
た
史
料
か
ら
導
か
れ
た
も

の
で
あ
る
。
本
来
、
関
係
者
の
証
言
や
よ
り
幅
広
い
史
料
の
収
集

を
も
と
に
東
京
に
お
け
る
朝
鮮
人
の
生
活
実
態
や
社
会
運
動
を
明

ら
か
に
し
、
部
落
民
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
べ
き
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

ま
た
、
こ
れ
に
続
く
時
期
、
つ
ま
り
戦
時
期
と
戦
後
初
期
に
つ

い
て
も
、
朝
鮮
人
と
部
落
民
と
の
関
係
を
考
察
す
る
こ
と
は
重
要

な
課
題
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
際
、
戦
時
下
に
お
い
て
は
国
家

の
直
接
的
統
合
、
戦
後
に
お
い
て
は
国
籍
を
理
由
と
す
る
朝
鮮
人

に
対
す
る
排
除
、
と
い
う
当
該
時
期
の
政
治
的
要
因
の
影
響
に
関

す
る
分
析
に
加
え
て
、
経
済
状
況
や
そ
れ
に
規
定
さ
れ
た
人
口
移

動
、
就
労
形
態
の
変
化
等
を
そ
れ
以
前
の
時
期
を
踏
ま
え
て
分
析

す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
る
。
そ
の
意
味
で
も
、
一
九
二
〇
〜
三

〇
年
代
の
朝
鮮
人
と
部
落
民
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
研
究
を
今
後

さ
ら
に
深
め
る
必
要
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
こ
で
は
東
京
と
他

の
都
市
と
の
比
較
も
視
野
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

注（
1
）
大
阪
市
に
関
す
る
河
明
生
『
韓
人
日
本
移
民
社
会
経
済
史　

戦

前
編
』（
明
石
書
店
、
一
九
九
七
年
）、
京
都
市
に
関
す
る
高
野
昭

雄
「
戦
前
期
京
都
市
に
お
け
る
朝
鮮
人
の
流
入―

就
業
状
況
を
中

心
に―

」（『
在
日
朝
鮮
人
史
研
究
』
第
三
四
号
、
二
〇
〇
四
年
一

〇
月
）
や
、
小
林
末
夫
『
在
日
朝
鮮
人
労
働
者
と
水
平
運
動
』（
部

落
問
題
研
究
所
、
一
九
七
四
年
）、
塚
崎
昌
之
「
創
立
直
後
の
水

平
社
・
衡
平
社
と
の
交
流
を
進
め
た
在
阪
朝
鮮
人―

ア
ナ
キ
ス

ト
・
崔
善
鳴
と
李
善
洪
の
果
た
し
た
役
割
と
限
界―

」（『
青
丘
文

庫
月
報
』
第
一
八
八
号
、
二
〇
〇
四
年
六
月
）、
鄭
承
博
『
水
平

の
人　

栗
須
七
郎
先
生
と
私
』（
み
ず
の
わ
出
版
、
二
〇
〇
一
年
）

な
ど
。

（
2
）「
荒
川
部
落
史
」調
査
会
編『
荒
川
の
部
落
史　

ま
ち
・
く
ら
し
・

し
ご
と
』（
現
代
企
画
室
、
一
九
九
九
年
）
一
三
八
〜
一
四
一
頁
。
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な
お
、
同
書
は
、
朝
鮮
人
は
「
あ
く
ま
で
工
場
の
『
下
働
き
』
で

は
な
か
っ
た
か
」、「
皮
革
工
場
の
経
営
を
す
る
よ
う
な
朝
鮮
人
事

業
者
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
」、「
部
落
内
労
働
市
場
」
で
の
「
競
合

関
係
が
形
成
さ
れ
る
前
に
、
朝
鮮
人
は
労
働
市
場
か
ら
排
除
さ
れ

て
い
た
」
と
し
て
い
る
（
一
四
二
〜
一
四
三
頁
）。
し
か
し
、
少

な
く
と
も
一
九
五
〇
年
代
後
半
に
は
三
河
島
で
皮
革
工
場
を
経
営

す
る
朝
鮮
人
は
相
当
数
い
た
（
本
稿
七
頁
参
照
）。
戦
後
直
後
に

急
に
朝
鮮
人
が
雇
い
入
れ
ら
れ
て
技
術
の
習
得
が
始
ま
る
と
は
考

え
ら
ず
、
戦
前
に
お
け
る
こ
の
地
域
の
皮
革
産
業
に
お
け
る
朝
鮮

人
就
労
に
つ
い
て
は
よ
り
丁
寧
に
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ

う
。

（
3
）
東
京
府
「
東
京
府
下
に
於
け
る
朝
鮮
人
の
密
住
地
域
に
関
す
る

調
査
」『
社
会
福
利
』
一
九
三
四
年
七
月
、
東
京
市
『
半
島
出
身

労
働
者
集
団
地
区
調
査
』
一
九
三
九
年
（
朴
慶
植
編
『
朝
鮮
問
題

資
料
叢
書
』
第
三
巻
﹇
一
九
八
二
年
﹈
に
収
録
）。

（
4
）
東
京
市
『
東
京
市
職
業
紹
介
成
績
年
報　

附
労
働
手
帳
交
付
状

況
調
』
一
九
三
三
年
。

（
5
）
東
京
府
『
昭
和
八
年　

東
京
府
統
計
書
』（
一
九
三
五
年
）
の
数

字
に
基
づ
く
。

（
6
）
た
だ
し
、
い
わ
ゆ
る
朝
鮮
料
理
店
や
朝
鮮
風
焼
肉
の
起
源
が
こ

こ
に
の
み
求
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。こ
れ
に
つ
い
て
は
、佐
々

木
道
雄
『
焼
肉
の
文
化
史
』（
明
石
書
店
、
二
〇
〇
四
年
）、
拙
稿

「
戦
前
期
日
本
に
お
け
る
朝
鮮
料
理
業
の
展
開
」（
財
団
法
人
味
の

素
食
文
化
セ
ン
タ
ー
研
究
助
成
論
文
、
二
〇
〇
三
年
）
を
参
照
さ

れ
た
い
。

（
7
）
崔
吉
城
・
柳
尚
煕
「
在
日
韓
国
人
の
焼
肉
に
関
す
る
文
化
人
類

学
的
考
察
」（『
社
会
人
類
学
年
報
』
第
六
号
、
一
九
八
〇
年
一
一

月
）
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
一
九
一
九
年
生
ま
れ
の
Ｍ
氏
の
証
言
。

（
8
）
以
上
、
朴
慶
植『
在
日
朝
鮮
人
運
動
史　

八
・
一
五
解
放
前
』（
三

一
書
房
、
一
九
七
九
年
）
の
東
京
関
連
の
記
述
を
参
照
。

（
9
）
以
上
、
古
賀
誠
三
郎
『
い
ば
ら
と
鎖
か
ら
の
解
放　

東
京
水
平

社
と
皮
革
労
働
者
』（
明
石
書
店
、
一
九
七
八
年
）、
西
順
蔵
編
著

『
東
京
の
被
差
別
部
落
』（
明
石
書
店
、
一
九
八
一
年
）
を
参
照
。

（
10
）『
労
働
新
聞
』（
橋
浦
時
雄
発
行
）一
九
二
三
年
二
月
五
日
付
記
事
。

（
11
）
古
賀
前
掲
書
、
一
七
六
〜
一
七
七
頁
。

（
12
）
山
本
秋
『
昭
和
米
よ
こ
せ
運
動
の
記
録　

昭
和
史
の
発
掘
』（
白

石
書
店
、
一
九
七
六
年
）
七
八
頁
、
一
一
一
頁
。

（
13
）
社
会
運
動
通
信
社
調
査
部
編
『
社
会
運
動
大
観
』
一
九
三
〇
年

版
（
社
会
運
動
通
信
社
、
一
九
三
〇
年
）
一
四
八
頁
。

（
14
）
古
賀
前
掲
書
、
六
八
頁
。

（
15
）
古
賀
前
掲
書
、
一
九
四
頁
。

（
16
）「
朝
鮮
、
日
本
、
中
国
人
連
合
朝
鮮
水
災
救
済
会
」（『
朝
鮮
日
報
』

一
九
二
五
年
九
月
一
日
付
）。

（
17
）
中
村
三
笑
「
内
地
に
於
け
る
朝
鮮
人
」（『
警
務
彙
報
』
一
九
二
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五
年
六
月
）。

（
18
）
渡
部
徹
・
秋
定
嘉
和
編
『
部
落
問
題
・
水
平
運
動
史
料
集
成
』

補
巻
二
（
三
一
書
房
、
一
九
七
八
年
）
一
四
二
〇
頁
。

（
19
）
古
賀
前
掲
書
、
一
四
一
頁
。

（
20
）
一
九
三
〇
年
に
全
協
系
関
東
自
由
労
働
組
合
の
分
会
が
確
立
さ

れ
、
さ
ら
に
一
九
三
二
年
七
月
に
は
玉
姫
紹
介
所
親
睦
会
を
朝
鮮

人
が
組
織
し
て
い
る
（
内
務
省
警
保
局
『
社
会
運
動
の
状
況
』
一

九
三
二
年
版
、
一
三
九
四
頁
）。

（
21
）
内
務
省
警
保
局
『
水
平
社
運
動
状
況
』
一
九
二
二
年
（
渡
部
徹
・

秋
定
嘉
和
編
『
部
落
問
題
・
水
平
運
動
資
料
集
成
』
補
巻
一
、
三

一
書
房
、
一
九
七
八
年
）
一
六
六
〜
一
六
七
頁
。

（
22
）「
関
西
在
留
朝
鮮
人
中
央
協
議
会
組
織
」（『
朝
鮮
日
報
』
一
九
二

六
年
五
月
一
三
日
付
）。

（
23
）「
朝
鮮
人
共
済
会
大
阪
泉
北
郡
に
組
織
」（『
朝
鮮
日
報
』
一
九
二

六
年
一
一
月
一
六
日
付
）。

（
24
）「
水
平
社
員
中
に
朝
鮮
人
参
加
」（『
東
亜
日
報
』
一
九
二
三
年
五

月
二
九
日
付
）。

（
25
）「
朝
鮮
文
字
の
立
看
板
」（『
大
阪
朝
日
新
聞
』
一
九
三
〇
年
一
月

三
一
日
付
夕
刊
）。

（
26
）
鄭
承
博
前
掲
書
。

（
27
）
塚
崎
前
掲
論
文
。

（
28
）
関
西
朝
鮮
人
連
盟
の
宣
言
に
「
我
々
は
今
更
朝
鮮
が
独
立
し
た

か
ら
っ
て
、
我
々
朝
鮮
の
無
産
民
と
し
て
幸
福
を
期
待
す
る
に
は

余
り
に
苦
い
経
験
を
持
ち
す
ぎ
て
い
る
」、
綱
領
中
「
我
々
は
朝

鮮
独
立
政
治
的
運
動
と
交
渉
な
く
、
専
念
以
て
人
類
至
上
の
幸
福

を
完
全
な
ら
し
め
ん
が
為
に
猛
進
す
」
の
語
が
見
え
る
（
渡
部
・

秋
定
編
前
掲
資
料
集
補
巻
一
、
一
六
七
頁
）。

（
29
）
た
だ
し
、「
在
日
各
団
体
連
合
失
当
政
治
弾
劾
」（『
朝
鮮
日
報
』

一
九
二
七
年
六
月
三
日
付
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
年
五
月
二
一
日
に

大
阪
市
内
で
開
か
れ
た
朝
鮮
人
の
演
説
会
に
は
水
平
社
も
参
加
し

て
い
る
。

（
30
）
戦
前
に
お
け
る
朝
鮮
人
と
日
本
人
と
の
婚
姻
に
つ
い
て
は
、
拙

稿
「『
日
本
内
地
』
在
住
朝
鮮
人
の
家
族
形
成
」（
大
日
方
純
夫
ほ

か
編『
男
性
史
』﹇
日
本
経
済
評
論
社
、
近
日
刊
行
予
定
﹈に
収
録
）、

上
坂
冬
子
『
慶
州
ナ
ザ
レ
園　

忘
れ
ら
れ
た
日
本
人
妻
た
ち
』（
中

央
公
論
社
、
一
九
八
二
年
）
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。




